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久
保
田
城
下
の
ま
ち
づ
く
り
が
本
格

的
に
始
ま
っ
た
の
は
慶
長
十
二
年(

一

六
〇
七)

。
町
並
み
が
そ
ろ
っ
た
の
は

寛
永
年
間(

一
六
二
四
〜
四
三)

と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
大
町(
一
・
二
・
三
丁
目)

」
は
、
商

業
の
中
心
地
と
し
て
外
町
の
中
で
い
ち

早
く
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
移
り

住
ん
だ
の
は
、
土
崎
に
住
ん
で
い
た
裕

福
な
商
人
た
ち
。
佐
竹
義
宣
が
、
土
崎

の
湊
城
か
ら
久
保
田
城
に
移
っ
た
の
に

と
も
な
い
、
商
人
た
ち
を
強
制
的
に
移

住
さ
せ
た
と
い
い
ま
す
。
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
経
済
基
盤
を
し
っ
か
り
さ
せ

る
た
め
に
は
、
知
識
と
経
験
に
長た

け
た

湊
商
人
は
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

同
じ
く
土
崎
の
商
人
が
移
り
住
み
、

「
茶
町(

菊
ノ
丁
、
扇
ノ
丁
、
梅
ノ
丁)

」

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
茶
町
の
人
た
ち
は
、

「
菊
ノ
丁
、
扇
ノ
丁
、
梅
ノ
丁
」
こ
そ
が

外
町
に
移
る
前
の
「
湊
大
町
」
で
あ
っ

た
と
主
張
し
ま
し
た
が
、
大
町
の
移
住

か
ら
四
、
五
年
遅
れ
た
た
め
、
は
じ
め

は
「
新
町
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

今
と
な
っ
て
は
大
町
の
町
名
の
由
来

を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
残
念
な
が
ら

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
湊
大
町
」
と
い

う
町
名
の
存
在
は
、
な
ん
だ
か
関
係
が

あ
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

秋
田
藩
は
、
城
下
町
で
の
商
業
を
統

制
す
る
た
め
、
外
町
の
い
く
つ
か
の
町

に
、
特
定
の
商
品
を
独
占
販
売
で
き
る

久
保
田
の
ま
ち
の
経
済
を

支
え
た
格
式
あ
る
町

一
六
〇
四
年
、
佐
竹
義
宣
は
現
在
の
千
秋
公
園
に
久
保
田
城

を
築
き
入
城
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
城
の
ま
わ

り
に
、
旭
川
を
は
さ
ん
で
、
侍
が
住
む
「
内
町
」
と
町
人
が
住
む

「
外
町
」
を
整
備
し
、
久
保
田
城
下
の
基
盤
を
つ
く
り
ま
し
た
。

現
在
の
中
心
市
街
地
が
、
秋
田
藩
の
時
代
に
ど
の
よ
う
に
形

づ
く
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
生
い
立
ち
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

土
崎
の
商
人
が

外
町
の
形
成
に
貢
献

大
町
・
茶
町
は

家
督
の
ま
ち

荻津勝孝「秋田風俗絵巻」(秋田県立博物館蔵)より、通町・大町のにぎわいを描いた場面。中央にあるの
が大町一丁目の町門。町門は各町の出入口にあり、そのそばに番所が置かれ、町内の警備にあたりました。

①
商
業
の
ま
ち
〜
大
町
・
茶
町
編

●このシリーズは月１回掲載

現在の大町一丁目～二丁目



「茶町とぎくて(遠くて)…」。
この言葉を聞いて懐かしく思

うかたもいらっしゃるのではな
いでしょうか。
この表現は、お茶受けの甘い

ものを切らしたときなどに、秋
田ならではの風情ある言い訳と
して便利に使われてきました。
藩政時代、茶町には、砂糖類

の専売権が与えられ、それ以外
の町では、砂糖類の販売ができ
ませんでした。そのため、不意
のお客さんをもてなす、煮豆や
ボタモチなどのお茶受けの甘み
が足りないとき、「自分の住む町
が茶町から遠くて砂糖を買いに
行けず、十分な甘みが出せなか
った」という言い訳を、しゃれ
た言い回しで表現しました。
茶町の町名が大町に変わった

のは、昭和40年。旧町名が残
るこのあいさつを、旧茶町の人
たちはいまも大
切に語り継いで
います。

特
別
な
権
利
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
町
を
家か

督と
く

町
と
い
い
ま
す
。

財
政
的
に
も
余
裕
が
あ
っ
た
大
町
と

茶
町
は
、
秋
田
藩
か
ら
命
令
が
あ
れ
ば
、

公
用
に
使
う
馬
や
人
夫
を
出
し
た
り
、

幕
府
か
ら
の
公
的
使
者
の
宿
泊
や
接
待

な
ど
を
行
う
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
早
く
か
ら

商
業
の
特
権
で
あ
る
家
督
が
許
さ
れ
ま

し
た
。

大
町
の
家
督
商
品
は
、
絹
布
、
木
綿
、

麻
糸
、
小
間
物
な
ど
で
、
そ
れ
ら
を
取

り
扱
う
呉
服
屋
な
ど
が
店
を
連
ね
ま
し

た
。茶

町
の
家
督
商
品
は
、
茶
、
紙
、
綿

の
ほ
か
、
砂
糖
、
畳
表
、
傘
、
鰹
節
な

ど
の
荒
物(
お
も
に
雑
貨
類)

を
取
り
扱

い
、
そ
の
中
の
商
品
「
茶
」
が
町
名
の

由
来
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
町
に
は
両
替
商(

い
ま
の

銀
行)

、
茶
町
に
は
、
諸し

ょ

上じ
ょ
う

納の
う

役
所(

藩

か
ら
出
さ
れ
た
小
切
手
を
換
金
す
る
場

所)

が
特
別
に
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
商

売
の
中
心
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。
藩
か
ら
の
信
頼
も
よ
ほ

ど
厚
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

江
戸
時
代
の
暮
ら
し
を
描
い
た
、
荻お

ぎ

津つ

勝
孝

か

つ

た

か(

一
七
四
六
―
一
八
〇
九)

の

「
秋
田
風
俗
絵
巻
」(

右
ペ
ー
ジ)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

道
路
側
に
一
間(

一
・
九
七
㍍)

ぐ
ら

い
の
ひ
さ
し
を
出
し
て
商
品
を
並
べ
た

「
小
見
世
」(

小
店)

の
前
に
集
ま
る
た
く

さ
ん
の
人
び
と
。
羽
州
街
道
が
通
る
町

と
し
て
、
城
下
町
の
人
だ
け
で
な
く
、

他
国
か
ら
の
旅
人
な
ど
も
往
来
し
、
大

町
の
繁
盛
ぶ
り
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
雨
や
雪
を
避
け
る
た
め
の
通

路(

い
ま
の
ア
ー
ケ
ー
ド)

も
設
け
て
い

た
と
い
う
記
録
も
あ
り
、
客
に
対
す
る

ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い
は
、
今
も
昔

も
変
わ
ら
ず
”ま
ご
こ
ろ
“を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

外
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
さ
き
が
け
と

な
っ
た
大
町
・
茶
町
。
ほ
か
の
町
か
ら

も
一
目
置
か
れ
、
格
式
高
い
商
業
の
ま

ち
と
し
て
、
久
保
田
の
ま
ち
の
経
済
を

支
え
続
け
ま
し
た
。

ティータイムの
しゃれたあいさつ
「茶町とぎくて…」

心
づ
か
い
は

今
も
昔
も
変
わ
ら
ず

明治36年の茶町菊ノ丁の朝の光景

広報あきた　５月14日号03

旧町の位置図

北
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市長●佐竹敬久

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/

四
月
末
に
、
五
日
間
で
し
た
が
中
国
の

北
京
市
と
西
安
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
の
中
国
訪
問
は
日
本
と
中
国
の
自

治
体
交
流
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
三
十
周
年

と
い
う
こ
と
で
、
中
国
の
中
日
友
好
協
会

か
ら
全
国
市
長
会
会
長
の
山
出
金
沢
市
長

と
私
を
含
め
四
人
の
副
会
長
が
招
待
さ
れ

た
も
の
で
す
。
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
二
月
に

本
県
の
産
業
経
済
事
情
等
の
視
察
で
本
市

を
訪
れ
た
中
日
友
好
協
会
の
宋
健
会
長
と

会
見
し
た
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
タ
イ
ミ

ン
グ
の
よ
い
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

北
京
市
内
で
の
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候

群(

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ)

患
者
の
発
生
に
よ
り
、
空
港

で
体
温
チ
ェ
ッ
ク
を
経
験
し
ま
し
た
が
、

と
に
か
く
米
国
人
観
光
客
が
多
い
の
に
は

驚
き
ま
し
た
。
中
国
人
通
訳
が
言
う
に
は
、

「
中
国
は
出
入
国
管
理
や
治
安
対
策
が
徹
底

し
て
お
り
、
米
国
人
も
テ
ロ
の
心
配
を
し

な
く
て
も
よ
い
最
も
安
全
な
国
だ
か
ら
」

と
言
っ
て
自
慢
し
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
公
式
日
程
と
し
て
環
境
問
題
と

経
済
交
流
を
テ
ー
マ
に
日
中
市
長
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
私
か
ら
は
本
市
の
ゴ

ミ
処
理
や
環
境
保
全
施
策
等
に
つ
い
て
発

表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
本
市
の
友
好

都
市
、
蘭
州
市
の
張
志
銀
市
長
も
出
席
し

て
お
り
二
年
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
大
使
館
で
は
阿
南
大
使

か
ら
中
国
情
勢
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た

ほ
か
、
中
国
の
国
会
議
事
堂
と
も
い
う
べ

き
あ
の
巨
大
な
人
民
大
会
堂
で
中
国
ナ
ン

バ
ー
２
の
王
兆
国
全
人
代
副
委
員
長
と
会

談
す
る
有
意
義
な
機
会
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

西
安
で
は
、
市
幹
部
と
の
会
談
や
中
国

最
大
規
模
の
ハ
イ
テ
ク
産
業
開
発
区
の
視

察
に
加
え
、
世
界
遺
産
の
巨
大
な
兵
馬
俑

保
存
施
設
の
視
察
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
改
革
解
放
路
線
を
と

り
始
め
、
海
外
と
の
経
済
交
流
が
本
格
化

し
て
か
ら
の
中
国
の
経
済
成
長
は
極
め
て

急
ピ
ッ
チ
で
、
本
県
か
ら
も
最
近
中
国
向

け
輸
出
が
増
し
て
い
ま
す
が
、
中
国
の
調

達
量
の
急
増
か
ら
世
界
的
に
石
炭
や
鉄
鋼

価
格
が
上
昇
し
、
さ
ら
に
は
貨
物
船
舶
が

不
足
す
る
な
ど
世
界
市
況
を
も
左
右
す
る

巨
大
な
経
済
規
模
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
二
○
○
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
も
加
わ
り
、
ど
こ
を
見
て
も
高
層
ビ

ル
や
高
速
道
路
な
ど
の
建
設
中
で
、
い
さ

さ
か
過
熱
気
味
と
も
見
え
る
状
況
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
要
人
も
素
直
に

口
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
経
済
最
優
先

か
ら
く
る
極
端
な
貧
富
の
差
の
拡
大
、
バ

ブ
ル
経
済
化
の
兆
候
、
環
境
悪
化
、
都
市

の
膨
張
の
裏
返
し
の
農
村
部
の
衰
退
な
ど

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
巨
大
中
国

の
前
途
も
ま
た
多
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
世
界
の
安
定
に
は
中
国

の
安
定
は
欠
か
せ
な
い
条
件
で
あ
り
、
日

本
の
安
定
も
中
国
情
勢
と
密
接
な
関
連
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
で
き
た
今
回

の
中
国
訪
問
で
し
た
。

激
変
す
る
巨
大
「
中
国
」

西安市ハイテク産業開発区のソフトウェアセンター



秋田拠点センターＡ
ア

Ｌ
ル

☆ＶＥ
ヴ ェ

内の市民交流プラザでは、
来館者のガイドや事業の企画・運営をサポートしていただ
く施設運営サポーターを募集します。
活動できる日の、活動できる時間で結構です。ＡＬ☆Ｖ

Ｅのボランティアとして活躍してみませんか！

施設運営サポーター
を募集します！

ボランティアとして活動できる曜日と時間を登録
し、来館者の予定に応じて活動していただきます。
休日の活動もあります

ＡＬ☆ＶＥに通うことができる高校生以上のかた
で、活動に意欲、関心があり、事業説明会参加後、
活動内容に賛同いただけるかた

①６月３日(木)午後２時～３時
②６月３日(木)午後７時～８時
※いずれか都合のつく時間を選んでください。

６月中に２、３回の研修会を開催します。研修会
終了後、運営サポーターとして認定します

住所、氏名、生年月日、職業、活動できる曜日と時間、事業説
明会の参加希望時間(①②のどちらか１つ)を書いて、往復はが
き、Eメール、ファクスのいずれかで、５月28日(金)まで下記へ
お申し込みください。
〒010-8560 山王一丁目１－１　秋田市拠点センター設置準備室
Ｅメール：ro-urky@city.akita.akita.jp ファクス(866)2127

市職員研修棟
(市役所北側)

事業
説明会

活動日

応募資格

研修会

応募方法

拠点センター設置準備室tel(866)2019

全
館
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
は

７
月
16
日
(金)
。
ホ
テ
ル
は
６
月

１
日
(火)
、
映
画
館(

シ
ネ
マ
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス)
は
６
月
26
日

(土)
に
先
行
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

５月15日(土)

佐竹氏が千秋公園の地に築いた久保
田城をめざし、市内５か所から史跡を
探訪しながら歩きます。詳しくは広報
あきた４月23日号をご覧ください。

湊城跡(土崎公園) 8:00 補陀寺 8:00
日吉神社(新屋) 8:00 牛島小学校 9:00
一つ森公園体育館前 9:00

問い合わせ 秋田歩け歩け実行委員会
t e l (883)1133

新緑の千秋公園本丸で、伝統芸能の
実演と俳句・短歌・川柳会を開催。民
俗芸能や日本舞踊、箏曲など多彩な芸
能を楽しみませんか。俳句・短歌・川
柳会にはどなたでも参加可。入場無料。

●秋田市建都400年記念事業

建都400年記念事業実行委員会
tel(866)2032(企画調整課内)

佐竹氏の入部から現在までの歴史を
４つのテーマに分けて学びます。歴史
講座と関連する芸能も披露。会場は千
秋公園鯉茶屋です。
参加無料。直接会場へどうぞ。

歴史再発見リレー講座

５月22日(土)・23日(日)
午前11時～午後４時

千秋公園本丸
伝統芸能の実演
俳句・短歌・川柳会

15日(土)・16日(日)は千秋公園でイベント！
●城下市(15・16日、10時)
●昔の火縄銃の披露(15日正午ごろ)
●内堀ウォーク(16日10時、明徳館出発)など

問い合わせ

各スタート地点に時間まで集合！

だ
れ
で
も

参
加
可
！

リレー講座と俳句・短歌・川柳会の問い合わせ

千秋公園鯉茶屋で

05 広報あきた　５月14日号
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１

共
通
の
目
的
を
持
っ
た
団
体
は
、
原
則

と
し
て
合
併
時
に
統
合
で
き
る
よ
う
調
整

に
努
め
ま
す
。

▼
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
、
交
通
指

導
隊
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
。
防
犯
協
会
、
身
体

障
害
者
協
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
平
成

17
年
度
に
統
合
す
る
よ
う
調
整
に
努
め

ま
す
。

２

共
通
の
目
的
を
持
っ
た
団
体
で
、
統
合

に
時
間
を
要
す
る
団
体
は
、
将
来
の
統
合

に
向
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
調
整

に
努
め
ま
す
。

▼
文
化
団
体
連
盟(

芸
術
文
化
協
会)

な
ど

公
共
的
団
体
等
、
学
校
教
育
、
文
化
・

体
育
振
興
な
ど
の
取
扱
い
に
つ
い
て
審
議

四
月
二
十
一
日
、
秋
田
市
・
河
辺
町
・
雄
和
町
の
第
十

回
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、「
公
共
的
団
体
等
」「
学
校
教
育
事
業
」「
文

化
・
体
育
振
興
事
業
」
の
取
扱
い
な
ど
六
つ
の
案
件
が
審

議
さ
れ
、
こ
の
う
ち
四
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

「
市
町
村
建
設
計
画
」「
社
会
教
育
事
業
」
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

合併協議に関するご意見をお寄せください

秋田市合併推進局
tel(866)2785 ファクス(866)2795

合併協議会ホームページ
http://www.aky-gappei.jp

共
通
の
目
的
を
持
っ
た
団
体
は

統
合
に
向
け
て
調
整
し
ま
す

全市一斉スポーツレクリエーション(飯島地区)

第10回
合併協議会

３

独
自
の
目
的
を
持
っ
た
団
体
は
、
原
則

と
し
て
現
行
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

▼
雄
和
町
国
際
交
流
協
会
、
雄
和
町
ア
グ

リ
・
リ
サ
ー
チ
連
絡
協
議
会
な
ど

４

町
村
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
加
入
・
設
立

し
た
団
体
は
、
合
併
時
ま
で
に
脱
会
ま
た

は
廃
止
し
ま
す
。

▼
河
辺
郡
町
村
会
、
河
辺
郡
校
長
会
な
ど

５

各
市
町
の
事
業
推
進
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
団
体
に
つ
い
て
、
新
市
に
お
い
て
該

当
事
業
の
実
施
予
定
が
な
い
場
合
は
、
合

併
時
ま
で
に
廃
止
し
ま
す
。

▼
河
辺
町
山
火
事
防
止
対
策
協
議
会

６

国
・
県
な
ど
と
の
調
整
の
必
要
が
あ

り
、関
係
市
町
内
で
完
結
し
な
い
団
体
は
、

関
係
機
関
の
助
言
・
指
導
な
ど
を
も
と

に
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
、
調

整
に
努
め
ま
す
。
調
整
は
、
原
則
と
し
て

前
記
の
１
か
ら
５
ま
で
の
例
に
よ
り
行
い

ま
す
。
▼
秋
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

公
共
的
団
体
等
に
つ
い
て
は
、
新
市
の
一

体
性
を
速
や
か
に
確
立
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
の
実
情
を
尊
重
し
な
が
ら
、
次
の

と
お
り
調
整
に
努
め
ま
す
。



給食費は
平成17年度から
秋田市に統一

第11回
秋田市・河辺町・雄和町

合併協議会
５月17日(月) 午後２時～
秋田キャッスルホテル

傍聴は自由。ご希望のか
たは直接会場へどうぞ。

議案など

・社会教育事業の取扱い
・市町村建設計画
・その他

問い合わせ 合併推進局tel(866)2785

独
自
の
目
的
を
持
つ

公
社
、
第
三
セ
ク
タ
ー
は

現
行
ど
お
り

公
社
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
共

通
の
目
的
を
持
つ
も
の
は
合
併
時
に
統
合
で

き
る
よ
う
調
整
し
、
独
自
の
目
的
を
持
つ
団

体
は
現
行
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
合
併
前
に
経
営
分

析
な
ど
を
行
い
、
合
併
後
の
会
社
の
あ
り
方

を
改
め
て
検
討
し
ま
す
。

●
雄
和
町
育
英
会
は
、
現
行
ど
お
り
と
し
ま

す
。

●
ご
み
収
集
、
秋
田
空
港
駐
車
場
料
金
徴
収

な
ど
の
業
務
を
行
う
(財)
雄
和
町
環
境
保
全

公
社
は
現
行
ど
お
り
と
し
ま
す
。

●
両
町
の
観
光
協
会
は
、
合
併
時
に
(財)
秋
田

観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
統
合
す
る

よ
う
調
整
し
ま
す
。

●
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー(

岩
見
温
泉)

の
管
理
運
営
を
行
う
岩
見
観
光
開
発
(株)
は

現
行
ど
お
り
と
し
ま
す
。

●
秋
田
県
健
康
増
進
交
流
セ
ン
タ
ー(

ユ
フ

ォ
ー
レ)

の
管
理
運
営
な
ど
を
行
う
河
辺

町
地
域
振
興
(株)
は
、
現
行
ど
お
り
と
し
ま

す
。

●
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
ふ
る
さ
と

温
泉
な
ど
の
管
理
運
営
や
給
食
業
務
の
請

負
な
ど
を
行
う
(株)
雄
和
町
振
興
公
社
は
、

現
行
ど
お
り
と
し
ま
す
。

●
河
辺
町
土
地
開
発
公
社
は
、
合
併
前
に
解

散
し
ま
す
。

第10回合併協議会

■学校給食の実施状況

●給食費は、平成17年４月分から秋田市
に統一するよう調整をはかります。
●給食物資の購入は、(財)秋田市学校給食
会からの一括共同購入を基本に調整を
はかり、両町が進めている地産地消の
取り組みは、合併後も継承・推進しま

●
合
併
時
に
一
市
二
町
の
小
・
中
学
校
の
学

区
は
変
更
し
ま
せ
ん
。

●
河
辺
町
、
雄
和
町
で
実
施
し
て
い
る
高
校

生
に
対
す
る
通
学
費
補
助
事
業
は
、
合
併

時
に
原
則
廃
止
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
合

併
時
に
対
象
と
な
っ
て
い
る
生
徒
に
つ
い

て
は
、
卒
業
ま
で
継
続
し
ま
す
。

●
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
就
学
指

導
の
適
正
を
は
か
る
た
め
設
置
し
た
、
心

身
障
害
児
就
学
指
導
委
員
会
は
、
平
成
17

年
度
か
ら
秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し
ま

す
。

●
適
応
指
導
セ
ン
タ
ー
「
す
く
う
る
・
み
ら

い
」「
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
レ
ン
ド
派
遣
事
業
」

「
教
育
相
談
」
は
、
合
併
時
に
秋
田
市
の

制
度
に
統
一
し
、
両
町
の
児
童
生
徒
も
対

象
と
し
ま
す
。

●
小
学
校
に
通
う
児
童
が
利
用
し
て
い
る
通

学
バ
ス(

両
町
で
合
わ
せ
て
４
校)

は
、
合

併
後
も
運
行
を
継
続
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
学
区

は
変
更
し
ま
せ
ん

■小・中学校の数

＊飯缶方式…クラス全員分のご飯を１つの缶に入れて運び、食べる直前に各自の碗
に盛り付ける方式
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①町民体育館

②スポパークかわべ

⑧町営野球場
⑩町民体育館

③戸島運動広場

④町民広場

⑤農村運動広場

⑦南体育館

…花の森球場
花の森テニスコート

⑨花の森運動公園

体育振興事業については、
合併時に秋田市の制度に統一します

河辺町・雄和町の
体育施設

利用の問い合わせ
河辺町社会教育課tel(882)3654

●体育指導委員に関することは、合併時に秋田市の制度に統一し、両町と
もに、小学校区から各２名を委嘱します。
●両町で実施している各種スポーツ大会は、合併時に秋田市の制度に統一
します。なお、地域で開催している特色ある行事については、地区体育
協会の体制整備も視野に入れ、調整をはかりながら実施します。

河辺町

雄和町 利用の問い合わせ
雄和町スポーツ振興室tel(886)5595

⑥県立中央公園
スポーツゾーン



●
両
町
の
現
行
の
投
票
所
は
、
す
べ
て
秋
田

市
の
投
票
所
と
し
て
引
き
継
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
開
票
所
と
な
る
秋
田
市
立
体
育
館

ま
で
の
投
票
箱
の
送
致
時
間
を
考
慮
し
、

現
在
の
河
辺
町
・
雄
和
町
の
区
域
は
投
票

終
了
時
刻
を
午
後
７
時
と
し
ま
す
。

■
投
票
所
の
現
況

投
票
所
数
▼
89

投
票
時
間
▼
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

投
票
所
数
▼
15

投
票
時
間
▼
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

投
票
所
数
▼
17

投
票
時
間
▼
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

●
開
票
所
は
、
秋
田
市
立
体
育
館
１
か
所
と

し
、
開
票
は
午
後
９
時
15
分
に
開
始
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

●
期
日
前
投
票(

不
在
者
投
票
含
む)

の
記
載

所
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
河
辺
町
岩
見
三

両
町
の
選
挙
の
投
票
は
午
後
７
時
ま
で
と
し
、

投
票
所
は
す
べ
て
引
き
継
ぎ
ま
す

内
支
所
と
雄
和
町
大
正
寺
支
所
の
終
了
時

刻
を
午
後
５
時
と
し
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
所
の
現
況
　

市
役
所
分
館
、
土
崎
支
所
、
新
屋
支

所
、
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
▼
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
８
時

役
場
▼
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

岩
見
三
内
支
所
▼
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

役
場
▼
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

大
正
寺
支
所
▼
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

●
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
合
併
時
に
秋
田
市

に
統
合
し
ま
す
。

●
選
挙
啓
発
団
体
の
「
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
」
は
、
合
併
時
に
秋
田
市
に
統
合
し

ま
す
。

文
化
振
興
事
業
は

秋
田
市
の
制
度
に
統
一

●
文
化
財
保
護
審
議
会
は
、
合
併
時
に
秋
田

市
に
統
一
し
ま
す
。
な
お
、
１
期
目
に
つ

い
て
は
、
両
町
か
ら
委
員
を
各
１
名
入
れ

る
こ
と
と
し
ま
す
。

●
雄
和
町
の
文
化
財
取
得
基
金
事
業
は
合
併

前
に
廃
止
し
、
取
り
崩
し
た
基
金
で
文
化

財
を
購
入
し
ま
す
。

●
両
町
の
指
定
文
化
財
は
、
合
併
時
に
す
べ

て
秋
田
市
指
定
文
化
財
と
し
ま
す
。

●
河
辺
町
の
県
指
定
史
跡
豊
島
館
、
雄
和
町

郷
土
資
料
室
の
管
理
と
公
開
は
現
行
ど
お

り
と
し
ま
す
。
現
在
休
館
中
の
雄
和
町
ふ

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
は
、
合
併
後
に
活
用
を

検
討
し
ま
す
。

国
体
準
備
・
運
営
業
務
は

秋
田
市
の
開
催
方
針
に
統
一

両
町
で
実
施
予
定
の
競
技

正
式
競
技
▼
テ
ニ
ス
　

正
式
競
技
▼
陸
上
競
技
、
ゴ
ル
フ(

成
年
男

子)
、
テ
ニ
ス

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ

ー
ツ
行
事
▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

河
辺
町

雄
和
町

●
正
式
競
技
だ
け
で
12
種
目
、
公
開
競
技
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ

ー
ツ
行
事
を
含
め
る
と
計
20
種
目
が
秋
田

市
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

●
市
議
会
本
会
議
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

は
、
合
併
時
に
秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し

ま
す
。

●
市
議
会
の
委
員
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と

は
、
合
併
時
に
秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し

ま
す
。

●
議
会
広
報
は
、
合
併
時
に
「
あ
き
た
市
議

会
だ
よ
り
」
に
統
一
し
ま
す
。

●
議
会
事
務
局
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

議会の運営に
関することは
秋田市の制度に統一

県指定史跡・豊
とよ

島
しま

館
だて

城跡
(河辺町) 町指定無形文化財・女米木

め め き

ばやし
(雄和町)

●
監
査
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

●
合
併
に
伴
う
両
町
の
打
ち
切
り
決
算
に
つ

い
て
は
、
両
町
長
が
決
算
し
た
も
の
を
秋

田
市
の
監
査
委
員
が
審
査
し
、
そ
の
意
見

書
を
秋
田
市
長
に
提
出
す
る
も
の
と
し
ま

す
。

●
合
併
後
の
第
11
次
秋
田
市
総
合
計
画
の
策

定
に
際
し
て
は
、
新
市
域
の
各
界
・
各
層

の
住
民
か
ら
な
る
市
政
懇
談
会
を
新
た
に

組
織
す
る
と
と
も
に
、
新
市
域
の
住
民
を

対
象
と
し
た
市
民
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。

会
計
や
監
査
な
ど
は

秋
田
市
の
制
度
に
統
一

秋田市河辺町雄和町

秋田市河辺町雄和町

09 広報あきた　５月14日号
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松
く
い
虫
被
害
の
予
防
に
は
薬
剤
散
布
が

有
効
で
す
。
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、
被
害

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
６
月
中
旬
頃
ま
で
に

伐
採
処
理
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
羽

化
す
る
６
月
中
旬
〜
７
月
上
旬
に
予
防
の
た

め
の
防
除
薬
剤
を
散
布
す
る
町
内
会
に
、
薬

剤
を
１
回
分
交
付
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
木

は
ア
カ
マ
ツ
と
ク
ロ
マ
ツ
で
す
。

■
対
象
　
６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬
ま
で
に

薬
剤
散
布
を
実
施
で
き
る
町
内
会
。
動
力

噴
霧
器
な
ど
の
機
械
は
町
内
会
で
ご
用
意

く
だ
さ
い

■
対
象
箇
所
　
樹
高
が
10
㍍
以
上
で
本
数
が

30
本
以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

ま
と
ま
り
を
も
っ
た
場
所

■
申
し
込
み
　
５
月
17
日
(月)
か
ら
31
日
(月)
ま

で
に
林
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

tel (

８
６
６)

２
１
１
７

納
税
課
で
は
、
５
月
15
日
(土)
か
ら
30
日
(日)

ま
で
の
土
・
日
曜
日
も
市
税
の
納
付
窓
口

(

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

な
ど)

を
開
設
し
ま
す
。
納
付
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
休
日
の
窓
口
開
設

５
月
15
日
(土)
・
16
日
(日)
・
22
日
(土)
・
23
日
(日)

・
29
日
(土)
・
30
日
(日)

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

納
税
課

tel (

８
６
６)

２
０
５
８

豊
岩
地
区
に
あ
る
南
西
墓
地
100
基
の
使
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍
が
あ
り
、

遺
骨
が
あ
り
な
が
ら
墓
地
が
な
く
、
寺
院
の

納
骨
堂
や
自
宅
な
ど
に
保
管
し
て
い
る
か

た
。
分
骨
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

永
代
使
用
料
／
22
万
４
千
円(

一
括
納
付)

管
理
手
数
料
／
年
額
４
千
259
円
。
平
成
16
年

度
分
か
ら
の
納
入
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
／
５
月
14
日
(金)
か
ら
28
日
(金)
ま

で
、
生
活
課
、
土
崎
・
新
屋
支
所
に
あ
る
申

請
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
生
活
課(

議

場
棟
１
階)

の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
／
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
抽
選
は
６
月
15
日

(火)
午
前
10
時
か
ら
、
市
職
員
研
修
棟
２
階
で
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
課

tel (

８
６
６)

２
０
７
４

統
計
法
に
基
づ
き
、
全
国
一
斉
に
６
月
１

日
現
在
の
民
営
事
業
所
す
べ
て
を
対
象
に
、

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
、

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
が
、
１
枚
の
調
査
票

で
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
統
計
上
の
目
的
以

外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
５
月

下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
に
う
か
が
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
調
査
統
計
担

当tel (

８
６
６)

１
９
６
４

ま
ち
づ
く
り
や
子
育
て
な
ど
学
習
し
た
い

テ
ー
マ
を
自
分
た
ち
で
選
ん
で
話
し
合
う
参

加
体
験
型
の
学
習
会
で
す
。
施
設
見
学
も
あ

り
ま
す
。
託
児
あ
り
。
参
加
無
料
。

対
象
／
市
政
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の
女

性
。
た
だ
し
、
秋
田
市
、
国
・
県
、
他
の
地

方
公
共
団
体
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
な
っ

て
い
る
か
た
は
除
き
ま
す
。

MATION
●市 役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

事
業
所
・
企
業
、
商
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
統
計
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

４
女
性
の
た
め
の

行
政
学
習
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

５

秋
田
市
南
西
墓
地
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

３

松
く
い
虫
の
被
害
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

１

２
市
税
の
納
付
相
談
窓
口

を
休
日
も
開
設
し
ま
す

クマに注意！
●野山に入る際は、２人以
上で行動を！

●鈴、笛、ラジオなどの鳴
り物を忘れずに！

●子グマのそばには母グマ
が必ずいます。絶対に近
寄らないで！

●クマが近寄るので、食べ
物は絶対に捨てないで！

山菜採り
行楽シーズン到来

5月は「市税完納強調月間」です。
15年度分の市税をまだ納めていな
いかたは、5月中に納付されるよう
お願いします。市税の納付には便利
な口座振替をご利用ください。

納期限は５月31日(月)

問い
合わせ

納税課tel(866)2059
国保年金課tel(866)2189

市税の納期内納付にご協力を
納税で 築く建都の 四○○年

今月が
納期の
市税

固定資産税第１期
軽自動車税全　期

わかくさ相談電話 te l (862)3225 相談日は、平日の午前９時～午後４時(祝日を除く)。青少年の悩み
や心配事など気軽にご相談ください。市少年指導センター(サンパル秋田内)で面接相談にも応じます。

▲
▲

▲



と
き
／
６
月
末
か
ら
10
月
ま
で
の
平
日
の
午

前
中
に
８
回
　

と
こ
ろ
／
サ
ン
パ
ル
秋
田
ほ
か

定
員
／
抽
選
で
20
人

申
し
込
み
／
５
月
28
日
(金)(

必
着)

ま
で
、
は

が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

に
、
住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
託
児
の
希
望
、
関
心
の
あ
る
分

野
・
事
業
な
ど
を
書
い
て
、
〒
０
１
０-

８

５
６
０
秋
田
市
役
所
男
女
共
生
政
策
室

tel (

８
６
６)

２
１
４
１
フ
ァ
ク
ス(

８
６
６)

２
４
０
５

Ｅ
メ
ー
ル

ro-plm
w
@
city.akita.akita.jp

公
売
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
と
買

い
受
け
代
金
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
最
低
公
売

価
格
は
３
万
円(

消
費
税
別)

で
す
。

と
き
／
５
月
25
日
(火)
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
／
市
役
所
２
階
の
正
庁

な
お
、
都
合
に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
納
税
課
納
税

担
当
へ
。tel (

８
６
６)

２
０
５
８

買
物
広
場
地
下
の
秋
田
駅
西
地
下
自
転
車

駐
車
場
は
５
月
16
日
(日)
か
ら
７
月
15
日
(木)
ま

で
の
間
、
改
修
工
事
の
た
め
定
期
使
用
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
、
有
効
な
定

期
使
用
券
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
ア
ト
リ
オ

ン
広
場
地
下
自
転
車
駐
車
場
を
定
期
使
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
期
間
、
ア
ト
リ
オ
ン
広
場
地

下
自
転
車
駐
車
場
の
入
場
時
間
を
「
午
前
６

時
30
分
」
に
変
更
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
生
活
課

tel (

８
６
６)

２
０
３
５

電
話
加
入
権
の
公
売

６

秋
田
駅
西
地
下
自
転
車
駐
車
場

５
月
中
旬
〜
７
月
中
旬

定
期
使
用
で
き
ま
せ
ん

７

５月24日(月)から６月10日(木)まで市立病院事務
局総務課で受け付けます。
市立病院事務局総務課tel(823)4171内線2121

対
　
象

看護師・助産師 昭和45年４月２日以降に生ま
れ、看護師・助産師の資格があり、今年の８月
１日から勤務できるかた
薬剤師 昭和51年４月２日以降に生まれ、薬
剤師の資格があり、今年の８月１日から勤務で
きるかた

内
容

試 験 日　６月20日(日)、市立病院講堂
試験科目　作文試験、面接試験

試
験
案
内
書

試験案内書は、５月14日(金)から、市立病院事
務局総務課、市役所１階案内窓口、土崎支所、
新屋支所でさしあげます。試験案内書に従っ
て手続きをしてください

申
し
込
み

市では、海外の姉妹都市などと長いあいだ築いて
きた友好関係をいかし、市民のかたにホームステイ
先を紹介します。詳しくはお問い合わせください。

●学生納付特例制度とは…
学生本人の所得が一定以下の場合、卒業後に保

険料を納付できるように納期を延長する制度で
す。承認された期間は将来年金を受けるための期
間に算定されますが、10年以内に追納しない場
合は年金の受取額が減額されますのでご注意くだ
さい。申請の可否審査と結果通知は、社会保険事
務所が行います。

大学(大学院)、短大、高等学校、高等専門学校、専修学
校、各種学校など厚生労働省が認めた学校に在学する20
歳以上の学生、生徒で、学生本人の所得が68万円以下(控
除後)のかた
※国外の学校は対象になりません。

●年金手帳●印鑑●在学証明書または学生証の写し

対　象　者

申請のときに必要なもの

学生納付特例制度の申請手続きは
毎年度必要です。忘れずに申請を

国民年金
国保年金課tel(866)2097

平成16年度の学生納付特例制度の申請を受
け付けています。平成15年度にこの制度の承
認を受けているかたで、平成16年４月からも
継続を希望するかたは、５月31日(月)までに申
請が必要です。申請の受け付けは国保年金課、
土崎支所、新屋支所で随時行っています。なお、
対象となる保険料は、申請月の前月分からとな
りますので、早めに申請をしてください。

看護師・助産師 ５人
薬剤師 １人

試験区分 採用人数　

ホーム
ステイ先
(予定)

希望者の
要件

問い合わせ

ホームステイしてみませんか！

●中国甘粛省蘭州市●ドイツバイエルン州パッサウ市
●ロシア沿岸地方ウラジオストク市
●アメリカアラスカ州キナイ半島郡

企画調整課国際交流担当tel(866)2033

平成16年４月１日現在、満10歳以上の秋田市民
７日以上21日以内連続してホームステイすること

平成16年４月１日現在19歳未満のかたには、市で算
定した訪問国までの航空運賃の半額を助成します
(希望者多数の場合は抽選)

費用の
助成

国民年金

市医療技術職員の採用試験
市立秋田総合病院の

医療技術職員の採用試
験です。

姉妹都市で

４月11日(日)に行われ
た春の全市一斉清掃で、
当日回収したごみは約59
㌧、側溝からの泥は約343
㌧でした。皆さんのご協
力、ご参加ありがとうご
ざいました。

環境企画課tel(863)6632

『ご協力
ありがとう
ございました』

春の全市一斉清掃

11 広報あきた　５月14日号

▲
▲

▲

▲
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新しい
飼い主さんを紹介

食
中
毒
に
ご
注
意
！

トリカブト(猛毒)

シドケ(食用)

魚の寄生虫に気を付けて！
魚や貝に入り込んだ寄生虫が原因で、食

中毒などになることがあります。生で食べ
る場合は特にご注意ください。

衛生検査課tel(883)１１８１問い合わせ

生活習慣病を予防する各種健康診査は、それぞ
れ年に１回受診できます。
健康診査を受けて、生活習慣病予防のための健

康管理にお役立てください。詳しくは随時広報で
お知らせします。

保健予防課tel(883)1172

①ブラックバス、鮎、ウグイなどの寄生
虫の多い淡水魚は、刺身などの生食は
避け、加熱調理しましょう

②内臓の寄生虫が筋肉に移行することが
あるので、鮮魚はなるべく早く内臓を
取り除きましょう

③川魚を調理する際、目に見えない寄生
虫が、手やまな板などの調理器具を介
して感染することがあるので、必ずよ
く洗浄して、熱湯で消毒しましょう

市保健所では、犬の飼い主紹介制度を実施し
ています。引っ越しなどの理由で飼い続けるこ
とができない犬を、市保健所衛生検査課が窓口
となって、新たに飼い主になりたい人へ
紹介する制度です。

犬を飼いたい人
●衛生検査課の窓口にある譲渡者紹介カードで、希
望する犬を確認します

●希望する犬の飼い主さんと直接連絡をとり、話し
合いのうえ譲ってもらってください

●希望に合った犬がいない場合は、飼い主希望登録
ができます。登録しておけば、希望に合った犬が
いた場合、衛生検査課から連絡します

衛生検査課tel(883)1182

犬を譲りたい人
●譲りたい犬がいる飼い主さんは、衛生検査課の
窓口にある譲渡者紹介カードに登録します
●登録には、譲りたい犬の写真１枚と印鑑が必要です

ワンちゃんのために

http://www.city.akita.akita.jp/city/hl/default.htm

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

山菜採りや釣りに出かけるシーズンになりま
した。でも、毒を持つ植物や寄生虫が入り込ん
でいる魚や貝を食べてしまうと大変なことに…。
自然の恵みにもトゲがあることを忘れずに。

山菜採り、釣りシーズン到来！ でも…

あいまいな知識で
山菜は食べない！
①食用植物かどうかを確
認できないものは、絶
対に食べないで！

②正しい知識、鑑別法は専
門家から指導を受けまし
ょう

③山菜採りでは、有毒植
物が混入しないよう十
分ご注意ください

健康診査で
防ごう！生活習慣病

◆

問い合わせ

問い合わせ

登録されている犬の写真や利用上の注意は市保健所
ホームページでもご覧いただけます

今年度の各種検診の日程

秋田市秋田市�
保健所保健所�
からから�

秋田市秋田市�
保健所保健所�
からから�

秋田市�
保健所�
から�



３日分の食料や飲料水を備えましょう

昭和58年５月26日に発生した日本海
中部地震から今年で21年。日ごろの備
えが自分や家族の身を守ります。

防災対策課tel(866)2021

５月26日は
県民防災の日

おめでとう！
住民活動賞

四
月
二
十
八
日
、
地
域
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た

一
団
体
二
十
四
人
の
か
た
に
、
今
年
度
の
住
民
活

動
賞
を
贈
り
ま
し
た
。
長
年
、
町
内
会
活
動
や
花

い
っ
ぱ
い
運
動
、
青
少
年
育
成
な
ど
で
活
躍
さ
れ

た
み
な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●諸岡孝(保戸野) ●金清市(川尻)
●片村タエ子(茨島) ●菅原金市(泉)
●加賀谷重孝(土崎南) ●津軽谷福治(土崎中央)
●外山捷雄(土崎北) ●北川政勝(寺内)
●神尾博子(将軍野) ●佐藤哲郎(外旭川)
●福田惣順(新屋) ●鈴木貞雄(新屋勝平)
●五十嵐徹(豊岩) ●村山ミチ(明徳)
●小野秋雄(旭川) ●松村雄逸(広面)
●伊藤冨士夫(太平) ●斎藤哲郎(桜小)
●渡辺兵衛(東) ●菊地登喜子(築山)
●櫻田隆一(牛島) ●上村隆策(仁井田)
●菊地亮也(飯島) ●伊藤誠一(金足)

●牛島駅ウイロード愛護会(大住)

４月28日の表彰式

団体

個人

秋
田
警
察
署
を

「
秋
田
東
警
察
署
」
と

「
秋
田
中
央
警
察
署
」
に
分
割

地域の安全守ります！

秋
田
東
警
察
署
は
、
横
山
金
足
線
沿
い
の
一
つ
森
公
園

入
口
付
近(

上
北
手
百
崎
字
内
山
地
内)

に
建
設
中
で
す
。

来
年
二
月
か
ら
業
務
を
開
始
す
る
予
定
で
、
そ
の
管
轄
は

秋
田
市
東
部
地
区
と
河
辺
・
雄
和
両
町
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
機
動
性
を
有
効
に
発
揮
す
る
た
め
に
、
機

動
捜
査
隊
が
入
居
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課

tel (

８
６
３)

１
１
１
１

問
い
合
わ
せ

災害時に備え、３日分の食料や飲料水を準備しましょう。
飲料水は、１人１日３リットルが目安。

防災知識の向上に役立つよう、町内会や各種団体へ無料でビ
デオを貸し出しています。詳しくは市ホームページでご覧い
ただけます。http://www.city.akita.akita.jp/city/gn/ds

家屋やブロック塀の点検や補強、室内では家具類の転倒防
止など、今一度確認してみましょう。

災害時の安否の確認には、「災害用伝言ダイヤル(１７１)」や
NTTドコモの「 iモード災害用伝言板サービス」をご利用くだ
さい。

災害時には、隣近所や町内の助け合いが重要です。お年寄
りや障害者などを助け、被害を最小限に抑えるため、地域
の協力体制や自主防災組織を整えておきましょう。

わが家の安全チェック！

安否状況の確認は１７１へダイヤル

地域ぐるみで防災に取り組もう！

防災ビデオを貸し出します

＝( )内は地区名・敬称略＝表彰者のみなさん

秋
田
警
察
署
管
内
で
の
犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど

の
増
加
と
、
東
部
地
域
の
治
安
維
持
に
対
応
し
、

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
、
秋

田
警
察
署(

千
秋
明
徳
町)

を
分
割
し
、
新
た
に(

仮

称)

秋
田
中
央
警
察
署
、(
仮
称)

秋
田
東
警
察
署
を

設
置
し
ま
す
。

秋
田
東
警
察
署
は
来
年
２
月
業
務
開
始

秋田東警察署の完成予想図

災害への備えは万全？

ま
た
、
秋
田
中
央
警
察
署
は
、

現
在
の
秋
田
警
察
署
の
敷
地
内

に
、
地
上
六
階
、
地
下
一
階
の

新
庁
舎
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

今
年
十
月
か
ら
解
体
工
事
を
行

い
、
平
成
十
八
年
に
新
し
い
庁

舎
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
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健センター　▼北部地区＝６月24
日(木)、土崎公民館　▼南部・西部
(茨島・下浜・豊岩・浜田)地区＝
６月29日(火)、市保健センター　▼　
東部・西部(新屋・勝平)地区＝

６月30日(水)、市保健センター

生後６～８か月のお子さんのい
るかたが対象。月齢にあった離乳
食の進め方を指導します。食品の
調理法、試食、栄養士や保健師、
歯科衛生士による個別指導など。
無料。筆記用具、母子健康手帳、
おしぼりを持って、お子さんと一
緒に開始30分前まで直接会場へ。
とき／５月24日(月)午前10時～11
時30分と午後１時30分～３時の２
回　ところ／市保健センター
●問い合わせ　市保健所保健予防
課tel(883)1175

就園前のお子さんとご家族が対
象。子育て相談員が巡回し、保育
や育児相談を行います。日程は次
のとおり。時間は午前10時から。
金足地域センター▼６月１日(火)
川尻児童館▼６月８日(火)
桜児童センター▼６月11日(金)
築山児童センター▼６月11日(金)
泉児童センター▼６月15日(火)
●問い合わせ　子育て総合センタ
ーtel(863)9555

ファミリー・サポート・センター
は、利用会員が急な用事や仕事など
のときに、お子さんを預かってくれ
る協力会員を紹介する制度。今回は
お子さんを預かる協力会員を募集し
ます。登録には下記の研修(無料)を
受ける必要があります。
とき／５月24日(月)午前９時30分
～午後３時30分　ところ／市自治
研修センター第２研修室
●申し込み　市ファミリー・サポ

ート・センターtel(866)2086

時間は午前10時30分～11時30
分。会場は土崎公民館。先着各30
組。申し込みは、①が５月19日(水)、
②が５月20日(木)の午前８時30分か
ら土崎公民館へ。tel(846)1133
①カンガルー乳幼児学級(０歳～１
歳)▼子どもの発達、子育て相談な
ど。６月１日(火)・10日(木)・15日
(火)・23日(水)・29日(火)
②ペンギン幼児学級(２歳～３歳)
▼しつけ、会話、子育て相談など。
６月３日(木)・９日(水)・18日(金)・
24日(木)、７月１日(木)

就園前のお子さんとその家族が
対象。幼児期の心の育てかたにつ
いて。無料。直接会場へどうぞ。
とき／６月２日(水)午前10時～正
午　ところ／北部公民館
●問い合わせ　北部公民館

tel(873)4839

１歳児から就園前のお子さんと
その保護者が対象。時間は午前10
時30分～11時30分、御所野ふれあ
い(交流)センターで。無料。
育児相談▼５月19日(水)・26日(水)
親子でいっしょに遊ぼう▼ ５月
20日(木)・27日(木)
●問い合わせ 御所野ふれあい(交
流)センターtel(826)0671

園児と一緒に遊ぼう！
■ひまわり保育園＝６歳までのお
子さんとその保護者が対象。奇数
月の第２金曜日、午前９時30分～
11時30分、ひまわり保育園(手形
休下町３-４)で。tel(832)6812
■けやきKID'S＝就園前のお子さ
んとその保護者が対象。５月15日
(土)から11月までに10回、午前10

時～11時、飯島のけやき平幼稚園
で。tel(845)7985
■キッズクラブピノキオ＝就園前
の２歳以上のお子さんが対象。５
月18日(火)から月１回程度、午前
10時～11時、将軍野幼稚園で。

tel(845)6724

就園前のお子さんが対象です。
泉のすこやか学級▼泉地区にお住
まいのかたが対象。５月18日(火)か
ら来年３月までの第３火曜日、午
前10時～11時30分、泉児童センタ
ーで。泉地区主任児童委員の湯浅
さんtel(863)6065
しゃぼんだま広場▼御野場・四ツ
小屋・御所野地区のかたが対象。
５月21日(金)午前10時～、四ツ小
屋児童センターで。四ツ小屋地区
主任児童委員の伊藤こう子さん

tel(839)3891
あおぞらキッズ▼５月23日(日)午
前10時～11時30分、外旭川児童セ
ンターで。外旭川民児協の児玉さ
んtel(868)1265
旭川地区子育て学級▼５月25日
(火)から11月までの第４火曜日、
午前10時～11時30分、旭川児童館
で。旭川地区子育て学級の鈴木喜
悦さんtel(827)2017

マタニティーウェア、子ども服
などを出品。ぜひ来てください！
とき／５月29日(土)午前10時～午
後零時30分　ところ／セリオンプ
ラザ多目的ホール
●問い合わせ　willこねっとの佐藤
さんtel090-5353-1069

平成15年６月以降に勤務先を退
職され、まだ市民課へ連絡してい
ないかたは、至急ご連絡を。連絡
が遅れると手当を返還していただ
く場合もあります。tel(866)2072

中期離乳食教室

ミニパンダ広場へどうぞ

ファミサポ会員募集

土崎公民館の乳幼児学級

北
き

・ら・ら・キッズ

御所野ふれあいセンターへ

遊びにおいで！

地域のサークルで遊ぼう！

子ども用品のフリーマーケット

児童手当を受けているかたへ

５
月
25
日
(火)

午
前
11
時
〜
正
午

音楽に合わせて楽しく体を動かし
て、思いっきりリフレッシュ！ 託
児付き。先着20人。受講料2,100円
(昼食代・入場料・託児料・税込)。申
し込みは5月21日(金)まで。

お子さんの対象は６か月から３
歳まで。バランス・リズム感覚を
養います。先着20組。受講料
1,800円(昼食代・入場料・税込)。
申し込みは５月28日(金)まで。

ママたちの！アクアビクスレッスン ママとベビィのスイミング教室

５
月
31
日
(月)

午
前
10
時
〜
11
時

育児をがんばってるママさん、温泉に入りながら心と体をリフレッシ
ュしましょう。申し込みはクアドームザ・ブーンへ。tel(827)2301

▼

▼

▼

▼

▼

▼
▼

▼

▼
▼

▼
▼

▼

▼

▼

▼
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● 元気が大好き 育児コーナー

育 児

個人通知はしませんので、母子
健康手帳別冊をよく読んで受診し
ましょう。まだ母子健康手帳をお
持ちでないかたは、市民課または
土崎支所、新屋支所へどうぞ。
市保健所保健予防課tel(883)1172
■４・７・10か月児健康診査
４・７・10か月になった日から

１か月以内のお子さんを対象に、
市内の委託医療機関(ひがし稲庭ク
リニックを除く)で行います
■１歳６か月児健康診査
平成14年11月生まれのお子さん

が対象。初日は混雑しますので、
地区割りを確認して対象となる日
に直接会場へ。都合が悪く、受診
できないかたはご連絡ください。
また、２歳未満のお子さんまで

受診できますので、まだ受けてい
ないかたもご連絡ください。当日
は、母子健康手帳と別冊、バスタ
オルをお持ちください。受付時間
は午後零時45分～１時30分です。
▼中央地区＝６月４日(金)、市保健
センター　▼南部・西部(茨島・下
浜・豊岩・浜田)地区＝６月８日
(火)、市保健センター　▼北部地
区＝６月９日(水)、土崎支所　▼東
部・西部(新屋・勝平)地区＝６月
10日(木)、市保健センター
■３歳児健康診査
平成12年12月生まれのお子さん

が対象。初日は混雑しますので、
地区割りを確認して対象となる日
に直接会場へ。都合が悪く、受診
できないかたはご連絡ください。
また、４歳未満のお子さんまで

受診できますので、まだ受けてい
ないかたもご連絡を。当日は、母
子健康手帳別冊にある３歳児健康
診査用アンケートと尿検査セット
(尿を容器に採って)を、母子健康手
帳とあわせてお持ちください。受
付時間は午後零時45分～１時30分。
▼中央地区＝６月22日(火)、 市保

乳幼児健康診査

往復はがきに申し込み番号(１つのみ)、住所、氏名、年齢、電
話番号、昨年度受講済みの施設・コース名を書いて、５月21日
(金)(当日消印有効)まで、受講希望施設あてにお申し込みくださ
い。「女性１」で託児希望のかたは、お子さんの名前、年齢を
書いてください。定員各10人。応募者多数の場合は抽選(新規受
講者を優先)となります

●女性＝女性学習センターtel(824)7764 〒010-0921大町二丁目3-27サンパル秋田
●中公＝中央公民館tel(824)5377 〒010-0921大町二丁目3-27サンパル秋田
●土公＝土崎公民館tel(846)1133 〒011-0945土崎港西四丁目2-10
●西公＝西部公民館tel(828)4217 〒010-1631新屋元町15-14
●東公＝東部公民館tel(834)2206 〒010-0041広面字釣瓶町13-3
●南公＝南部公民館tel(832)2457 〒010-0062牛島東六丁目4-5
●北公＝北部公民館tel(873)4839 〒010-0146下新城中野字前谷地263
●明徳＝中央図書館明徳館tel(832)9220 〒010-0875千秋明徳町４-４
●土図＝土崎図書館tel(845)0572 〒011-0946土崎港中央六丁目16-30
●新図＝新屋図書館tel(828)4215 〒010-1632新屋大川町12-26

ＩＴ講習

申し込み方法

緑
字
の
コ
ー
ス
▼
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
が
対
象
　

黒
字
の
コ
ー
ス
▼
文
字
入
力
・
マ
ウ
ス
操
作
の
で
き
る
か
た
が
対
象

申し込み先・問い合わせ

無
料

女性１
女性２
中公１
中公２
中公３
土公１
土公２
土公３
西公１
西公２
東公１
東公２
東公３
東公４
南公１
南公２
北公１
北公２
北公３
北公４
北公５
北公６
北公７
北公８
明徳１
明徳２
明徳３
明徳４
土図１
土図２
土図３
土図４
新図１
新図２
新図３

６/15(火)・17(木)・22(火)・24(木)
６/19(土)・26(土)
６/14(月)・21(月)・28(月)
６/15(火)・17(木)・22(火)・24(木)
６/29(火)、７/１(木)
６/９(水)・10(木)
６/17(木)・18(金)
６/22(火)・23(水)
６/14(月)～17(木)
６/20(日)・27(日)
６/１(火)・８(火)・15(火)・22(火)
６/２(水)・９(水)・16(水)・23(水)
６/３(木)・10(木)・17(木)・24(木)
６/７(月)・14(月)・21(月)・28(月)
６/20(日)・27(日)
６/22(火)～25(金)

６/７(月)～11(金)

６/14(月)～18(金)

６/21(月)～25(金)

６/28(月)～７/２(金)

６/12(土)
６/15(火)

６/22(火)～24(木)
６/27(日)
６/８(火)・９(水)
６/16(水)～18(金)
６/22(火)・23(水)
６/27(日)
６/９(水)～11(金)
６/16(水)～18(金)
６/23(水)～25(金)

基礎技能(託児あり)

基礎技能

ワード初級
基礎技能

ワード初級

基礎技能

基礎技能
ワード基礎

基礎技能

基礎技能

基礎技能

ワードはじめの一歩
インターネットはじめの一歩
基礎技能とメール体験
エクセルはじめの一歩

基礎技能

基礎技能

暑中見舞いはがき

ワード初級

13:30ー16:30
9:30ー16:30
18:00ー20:45
9:30ー12:30
9:30ー16:30

9:00ー16:00

13:30ー16:30
9:30ー16:30

9:00ー12:00

18:00ー21:00
13:30ー16:30
9:30ー16:30
18:00ー21:00
9:00ー12:00
13:30ー16:30
9:00ー12:00
13:30ー16:30
9:00ー12:00
13:30ー16:30
9:00ー12:00
13:30ー16:30

10:30ー16:30

13:00ー17:00
10:30ー16:30
10:00ー16:00
13:00ー17:00

10:00ー16:00

13:00ー17:00

申込番号 コース 開催日 時間

※Windows98、Word2000、Excel2000を使用

基礎技能

▼
▼

▼

▼

▼
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入場無料　直接会場へどうぞ　

谷亮子・井上康生ほか

５月27日(木) 県立武道館(向浜)

問い合わせ 秋田県柔道連盟tel(８３７)６７７６

弥生っこ村づくり

地
蔵
田
遺
跡
の

木
柵
を

復
元
し
よ
う
！

●県立武道館落成記念
全日本実業柔道団体対抗大会

座談・交流会
柔道教室

午後２時～ 座談・交流会(谷亮子＆上村春樹)
午後４時～ 柔道教室(上村春樹＆全柔連強化委員)

柔道オリンピック
選手がやってくる！

５月29日(土) ９：30 開会式 10：30 試合開始
30日(日) ９：30 試合開始　　　　　　

【出場予定】井上康生(100㌔級)、鈴木桂治(100㌔
超級)、上野雅恵(70㌔級)、横澤由貴(52㌔級)
入場無料　プログラム1,500円　

５/14(金)▼５/18(火)
●合併に向けて～
雄和町タウンガイド

●THEドラえもん展
～千秋美術館

●佐竹史料館企画展

５/19(水)▼５/25(火)
月～金　午前10時55分～

月～金　午後３時50分～
土 午後３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●合併に向けて～
河辺町タウンガイド

●子どもと一緒に本を読も
っ！
～中央図書館明徳館

15
分 ●５/30(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「秋田市建都400年絵巻スタート！」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
t e l (866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後５ 時54分～

毎週火　午前10時30分～

ラジオ
］●児童手当のお知らせ
●秋田藩ぐるり市内観光バス

秋田コミュニティ放送　市長と一緒 毎週火　午前 ８ 時15分～
エフエム秋田 ふれあい情報 月～土　午前10時55分～

自治活動費、
防犯灯電気料などを助成
市では、町内会の自治活動費や防犯灯の電気料・

維持管理費などに助成しています。

町内会の振興と運営費の軽減をはかる助成金です。
・均等割＝１町内あたり１5,000円
・世帯割＝１世帯あたり100円
・施設分＝町内集会所１施設あたり5,000円

①設置後の維持管理は、町内会や自治会にお願いします
②既設灯具との交換はできません　
③原則として取付可能な電柱(木柱は除く)があること

町内会で維持管理している防犯灯の、４月分の電気料
を基準に積算した年間電気料の80％を助成します。

既設防犯灯の灯具の交換など維持管理に
かかる費用を助成します。
・１灯から60灯まで＝１灯あたり800円
・61灯以上＝１灯あたり400円

夜間の安全な通行と防犯のため、防犯灯(水銀灯40
ワット)を無料で設置します。数に限り(全市で300灯)
がありますので、設置希望箇所を厳選して、町内会や
自治会で取りまとめのうえ、お申し込みください。

■設置条件

これらの事業については、各町内会長あてに、
別途申請書をお送りしますので、必要事項を記入
のうえ、下記の受付場所に提出してください。

受付期間▼６月４日(金)まで
受付場所▼自治振興課、土崎・新屋支所、各地域センター

問い合わせ　自治振興課tel(８６６)２０３６

各町内会のみなさんへ

防犯灯を無料で設置します

御所野にある国指定史跡「地蔵田遺跡」の木柵
復元の材料となる雑木伐採(市内山林)、加工、埋
め込みを行います。石斧伐採体験もあります。先
着20人。弁当、長靴、雨具をお持ちください。

５月29日(土)午前９時～午後３時30分

市役所分館前からバスで移動▼市内山林で
雑木伐採▼地蔵田遺跡(御所野)で復元体験

５月17日(月)午前８時30分から
文化振興室tel(８６６)２２４６

申し込み

日
程

町内自治活動助成金

防犯灯電気料助成金

※ただし、施設分については、同一集会所を複数の町内会で利
用する場合、主として管理している町内会にのみ助成します。

灯具交換・補修費助成金

申し込み

▼ ▼

▼

▼

▼
▼
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久保田城跡、楢山・南通・中通
の文化財を巡り、参勤交代の道筋
を散策します。定員25人。
とき／５月22日(土)午前９時～11時
30分(８時45分まで楢山コミセンに
集合) 保険料／40円
●申し込み　５月17日(月)午前８時
30分から文化振興室tel(866)2246

寺内古道を巡ります。
とき／５月29日(土)午前10時まで寺
内の古四王神社前集合
●問い合わせ　土居輝雄さん

tel(832)8708

知的ハンディを持つかたとのふ
れあい体験。会場は市老人福祉セ
ンターほか。各５回コース。無料。
①平日コース＝６月１日(火)～
②土曜コース＝５月29日(土)～　
●申し込み　５月24日(月)まで市ボ
ランティアセンターtel(862)9774

国際協力機構(JICA)の青年招へい
事業で来日する、太平洋混成グル
ープ24人(英語圏)のホストファミリ
ー(約20家庭)を募集します。受け入
れは、６月11日(金)～13日(日)。
●申し込み　５月25日(火)まで国際
協力機構(JICA)秋田デスクの西村
さんtel(864)1181

６月12日(土)～16日(水)、県立ス
ケート場、市立体育館で行われる
第10回アジアローラースケート総
合選手権大会で、会場設営や競技
運営を補助するボランティアを募
集します。詳しくは、同大会組織
委員会事務局まで。tel(883)0150

街頭指導などを行う少年指導委
員を募集します。20歳以上65歳未
満で、青少年の健全育成に関心の
あるかたが対象。５月25日(火)まで
履歴書を添えて市少年指導センタ
ー(サンパル秋田内)へお申し込み
ください。tel(824)5378

楢山コミセン内の楢山文庫で、
本の貸し出しや整理などを行うボ
ランティアを募集します。活動は
月３回程度。申し込みは楢山文庫
の田村さんへ。tel(835)9431

高校生以下が対象。森とダムの
緑豊かな風景を描いてください。
国土交通大臣・林野庁長官賞など
があります。申し込みは６月４日
(金)まで。応募要領・方法など詳し
くは(財)ダム水源地環境整備セン
ターへ。tel03(3263)9051

脂肪肝の改善をテーマに市立病
院の医師らが講演します。無料。
直接会場へどうぞ。
とき／５月15日(土)午前10時～11
時30分　ところ／市立病院１階
●問い合わせ　市立病院医事課

tel(823)4171(内線2161)

秋田市建設工事などの入札資格
があり、休日や夜間などの緊急の
修繕(管渠清掃を含む)要請に迅速
に対応できるかたが対象です。直
接会場へどうぞ。
とき／５月20日(木)午後１時30分～
３時　ところ／市下水道部３階(八
橋本町六丁目12-15)
●問い合わせ　下水道維持課

tel(864)1866

歯科衛生士が、歯周病、むし歯

などの相談に応じます。事前に保
健予防課へお申し込みください。

tel(883)1174
とき／５月31日(月)午前９時30分～
正午　ところ／市保健センター

家庭内の問題、土地・金銭などの相
談に応じます。直接会場へどうぞ。
とき／５月20日(木)午前10時～午後
３時　ところ／秋田簡易裁判所(山
王七丁目1-1)
●問い合わせ　秋田調停協会(秋田
簡易裁判所内)tel(824)3121

アルコール問題で悩んでいる家
族のかたの集いです。医師による
アドバイスもあります。家族の飲
酒に問題があるのかどうかお悩み
のかたもご相談ください。無料。
とき／毎月第３火曜日、午後２時～
４時　ところ／市保健所２階
●申し込み　健康管理課

tel(883)1180

５月17日(月)～23日(日)は「行政
相談週間」です。行政相談委員が、
国などの行政機関が行う仕事に関
する意見や要望を聞き、秋田行政
評価事務所と協力してその解決を
はかります。無料。秘密厳守。
秋田市担当の行政相談委員
■鈴木金治tel(823)2233
■田村知子tel(834)1740
■鈴木金弥tel(879)2251
■古田重明tel(834)2970
■金子勇子tel(845)0420
●問い合わせ　秋田行政評価事務
所行政相談専用電話(823)1100

現在家庭で介護しているかたが
対象。無料。直接会場へどうぞ。
とき／５月27日(木)午後１時30分～
３時　ところ／市保健センター
●問い合わせ　在宅介護者の集い
代表の廣田さんtel(863)0935

Ａ
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ろ
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文
ぶん

化
か

財散策会
ざいさんさくかい

へどうぞ

ザ・ブーンが
夜８時まで
延長

クアドーム ザ・ブーンの営業が
午前10時～午後８時となり、終了
時間が１時間延長されました。仕事
帰りにもぜひご利用ください。
なお、６月から休館日が毎月最終

月曜日となります。ただし７月は
20日(火)が休館日。tel(827)2301
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までの毎週金曜日に７回、午前10
時～正午　ところ／サンパル秋田
定員／先着20人
●申し込み　５月18日(火)午前９時か
ら女性学習センターtel(824)7764

歴史作家の土居輝雄さんが講師。藩
政時代の史跡や地名など。先着50人。
とき／６月３日(木)・17日(木)・24日
(木)、午後１時30分～３時30分　と
ころ／ジョイナス　資料代／500円
●申し込み　５月18日(火)午前９時
から佐竹史料館tel(832)7892

学生は除きます。年会費10,000円。
先着15人。
とき／５月から来年３月までの毎週
土曜日、午後１時30分～３時　
ところ／県生涯学習センター
●申し込み　秋田ユネスコ協会の佐
藤ミホ子さんtel(833)8328

事業場で管理、監督の地位にあり、
消防法施行令第３条に定める甲種防
火管理の資格を持ち、防火管理業務
を遂行するかたが対象。先着250人。
申し込みは５月26日(水)まで市消防
本部予防課へ直接おいでください。
とき／６月９日(水)・10日(木)午前９
時～午後４時30分　ところ／文化
会館　受講料／5,000円
●問い合わせ　市消防本部予防課

t e l (823)4247(内線443)

会場はみずほ苑。時間は午前９時
30分～午後４時50分。受講料は
10,540円。申し込みは５月20日(木)
から、(社)秋田県消防設備保守協会
(中通六丁目７-９)で受け付けます。
tel(835)5880
第１種(消火設備、消火器)＝６月23
日(水) 第２種(警報設備、避難設

備)＝６月24日(木)

小学生以上が対象です。先着30
人。小雨決行。参加料持参のうえ、
太平山県立自然公園整備促進地域協
議会(市公園課内)へ直接おいでくだ
さい。tel(866)2154
とき／６月13日(日)午前６時40分、
市役所前発　参加料／大人2,500円
小・中学生1,500円

とき／５月30日(日)午前７時30分ま
で仁別国民の森旭又駐車場に集合
会費／500円(保険料)
●申し込み　秋田清掃登山連絡協議
会の大山鶴子さんtel(868)3246

初日は先着100人に苗木、花をプ
レゼントします。
とき／５月18日(火)から31日(月)ま
で、午前９時～午後６時　
ところ／八橋運動公園内
●問い合わせ　秋田植木まつり事務
局の横山さんtel(862)4594

国際ソロプチミスト認証30周年
を記念した茶会を文化会館で行いま
す。茶席券2,000円。
とき／５月16日(日)午前９時30分～
午後３時30分
●問い合わせ　国際ソロプチミスト
協会の三上さんtel(824)3847

演題は「私の出会った素敵な人た
ち」。入場無料。先着600人。
とき／６月６日(日)午後１時開場　
ところ／文化会館　

●申し込み　５月25日(火)(当日消印
有効)まで、往復はがきに住所、氏
名を書いて、〒010-0951山王四丁
目２-３(財)県市町村職員互助会
tel(862)3854

「独自の読字」と題し、岐阜養護
学校の神山忠さんが講演します。参
加費2,000円(研究会への加入料にな
ります)。直接会場へどうぞ。
とき／５月15日(土)午前９時30分～
正午　ところ／遊学舎研修室
●問い合わせ　同研究会事務局の遠
山さんtel(833)7108(平日の午後７時
～９時)

協和町にある薬物依存症回復施設
「秋田ダルク」主催。仲間の体験談
報告や精神科医師による講演など。
資料代500円。直接会場へどうぞ。
とき／５月22日(土)午前10時～午後
４時　ところ／遊学舎
●問い合わせ　秋田ダルク事務局

tel(889)5060

県芸術文化振興基金助成事業。幕
末期の戦乱に巻き込まれる１人の男
の物語。ぜひご覧ください。
とき／５月29日(土)午後７時～、30
日(日)午後２時～の２回公演　
ところ／県児童会館　入場料／一般
1,200円、高校生以下500円
●問い合わせ　劇団はちのす代表の
加藤正志さんtel(834)5955

大切にしていた人形やぬいぐるみ
を僧侶が供養します。参加無料。
とき／５月23日(日)午前８時～午後
１時(読経は１時～) ところ／レゼ
ール追分(JR追分駅前)
●問い合わせ　JA秋田葬祭センタ
ー　t e l0120-46-5731
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秋田駅東口に建設中の拠点センターAL☆VE内にで
きる身体障害者デイサービスセンターの利用者を５月
19日(水)から募集します。18歳以上で身体障害者手帳
をお持ちのかた(介護保険認定対象者は除く)が対象で

身体障害者手帳、印鑑を持って、障害福祉
課へおいでください。tel(866)2093申し込み

秋田拠点センターAL
ア ル

☆VE
ヴ ェ

内の
身体障害者デイサービスセンター利用者募集

「少子高齢社会を拓く鍵」をテーマに静岡大学の
馬居政幸教授が基調講演。大湯リハビリ温泉病院
の小笠原真澄院長、市の松葉谷助役による対話フ
ォーラムも。直接会場へどうぞ。詳しくは、実行
委員会事務局の堀井さん。tel090-1490-5280

少子高齢化を考える女性フォーラム

催し物

５月22日(土)午後１時30分～３時30分
三井アーバンホテル 入場無料
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竿燈の実技は小学４～６年生が対
象。太鼓、笛はどなたでも受講でき
ます。無料。直接会場へどうぞ。
とき／６月１日(火)から11日(金)ま
で、午後７時～８時(６日は休み)
ところ／ねぶり流し館
●問い合わせ　平日午後１時30分
から市竿燈会事務所tel(865)6200

小・中学生が対象。受講無料。
とき／６月12日(土)から来年３月ま
でに月１回、午前10時～正午　
ところ／土崎公民館
●申し込み　土崎公民館

te l(846)1133

高校生以上が対象。道具の貸出あ
り。参加料3,000円。先着20人。
とき／６月10日(木)から８月26日(木)
までの木・土曜日(７月24日は休み)
ところ／一つ森公園弓道場
●申し込み　５月18日(火)午前９時
からスポーツ振興課tel(866)2247

体脂肪燃焼、筋力強化の運動。料
金2,600円(昼食、入場料、受講料)。
とき／５月26日(水)午前10時45分～
午後零時15分(秋田駅東口から送迎
バスあり) ところ／クアドーム
ザ・ブーン　定員／先着20人
●申し込み　５月21日(金)までクア
ドームザ・ブーンtel(827)2301

時間はいずれも午前10時～正午。
申し込みは５月17日(月)から東部公
民館へ。tel(834)2206

転勤おくさま教室　秋田市に転入し
て３年以内のかたが対象。施設巡り、
民謡・竿燈体験、郷土料理作りなど。
６月３日(木)から12月２日(木)までに
８回、東部公民館ほかで。調理の材
料費のみ実費。先着30人　
わた絵教室　色染めした綿を重ねた
絵作り。６月７日(月)から７月５日
(月)までに６回、東部公民館で。材
料費2,500円。先着20人

会場は秋田テルサ。申し込みは秋
田テルサへ。tel(826)1800
料理教室　時間は午前10時～午後
零時30分。参加料1,700円。先着各
24人。①５月19日(水)＝野菜たっぷ
りのパン②５月21日(金)＝旬の野
菜・和食③５月26日(水)＝スタミナ
料理④５月28日(金)＝巻き寿司
楽しいウォーキング テルサ周辺の
10㌔コース。５月25日(火)午前９時
30分～。料金500円。定員20人。申
し込みは５月14日(金)から
就業に役立つパソコン修得講座＝求
職中で、全日程受講できるかたが対
象。５月28日(金)から７月３日(土)ま
でに32日。無料(テキスト代は実費)。
定員15人(選考と抽選)。申し込みは
５月20日(木)・21日(金)に直接秋田テ
ルサへおいでください

旬の素材でバランスのとれた食事
作り。40歳以上のかたが対象です。
会場は市保健センター。筆記用具、
エプロンをお持ちください。受講無
料。定員各32人。
男性料理教室＝６月５日(土) 女性
のための食生活講座＝６月18日(金)
●申し込み　５月18日(火)から市保
健所保健予防課tel(883)1175

健康管理、介護などを学びます。
とき／６月からの第２月曜日、午前

10時～正午　ところ／御所野ふれあ
い(交流)センター　年会費／2,000円
●申し込み　５月26日(水)まで御所
野ふれあい(交流)センター

tel(826)0671

楽しく踊ろう！ 参加無料。
とき／５月26日(水)から６月23日(水)
までの毎週水曜日、午後７時～８時
45分　ところ／土崎公民館　
●申し込み　５月14日(金)から土崎
公民館tel(846)1133

既婚女性が対象です。
とき／５月から月２回程度、午前
10時～正午　ところ／県スポーツ
会館　参加料／300円
●申し込み　県レディースバドミン
トン連盟の鈴木さんtel(863)0314

女性が対象。健康についての学習。
参加費1,500円。定員100人。
とき／６月８日(火)から来年３月ま
で毎月１回、午前10時～正午　
ところ／土崎公民館ほか
●申し込み　５月25日(火)まで土崎
公民館tel(846)1133

受講希望者は、５月18日(火)に直
接会場の市老人福祉センターへおい
でください。受講料１回300円。詳
しくは、全国手話通訳問題研究会秋
田支部の梅田さん。

t e l090-4885-8539
とき／５月18日(火)から毎週火曜日
に10回、午後６時30分～８時30分

女性が対象(学生は除く)。松尾芭
蕉の足跡をたどり、日本人の心や生
き方を学びます。受講料3,300円。
とき／６月４日(金)から７月16日(金)

19 広報あきた　５月14日号

Ａ
ｋｉ
ｔ
ａ
い
ろ
い
ろ

講座
小
しょう　

学生竿燈講
がくせいかんとうこう

習
しゅう

会
かい

きっず囲碁
い ご

教室
きょうしつ

弓
きゅう

道
どう

教室
きょうしつ

初心者
しょしんしゃ

のための水
すい

中
ちゅう

歩
ほ

行
こう

教室
きょうしつ

東
とう

部
ぶ

公民館
こうみんかん

の講座
こ う ざ

秋
あき

田
た

テルサの講座
こ う ざ

市保
し ほ

健所
けんじょ

の講座
こ う ざ

女性健康
じょせいけんこう

教室
きょうしつ

フォークダンス初心者
しょしんしゃ

教室
きょうしつ

楽
たの

しくバドミントン

みなと女性
じょせい

セミナー

楽
たの

しく覚
おぼ

える手
しゅ

話
わ

古
こ

典文学
てんぶんがく

講座
こ う ざ

いい風といい話する散歩道 ヒサト

▲

▲
▲

▲



●｢広報あきた｣は100％再生紙を使用しています。

世界の最高峰に位置するロシア国立ワガノ
ワ・バレエ・アカデミーの生徒たちによる日本
で初めての「くるみ割り人形」(全幕)の公演。

入場料
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季節だより

４月18日、気温がぐんぐん上がり絶好のお花見日和となりました。

新屋大川端帯状公園も家族連れで大にぎわい！

両側の土手１㎞にわたって植えられたソメイヨシノは

「今が見ごろ！」と言わんばかりに全開で、まさに桜のトンネル。

ぽかぽか陽気の芝生の上で食べるお弁当も最高。

お父さんのお酒も一杯、二杯とすすみます。

花を肴
さかな

にお酒が飲める日本人に生まれて良かったね、お父さん！

ワガノワ・バレエ・アカデミー秋田公演
演目 くるみ割り人形(全幕)

７月13日(火)午後６時開場・６時30分開演
秋田市文化会館大ホール

S席8,000円 A席6,000円
Ｂ席5,000円
※中学生以下は全席2,000円割引。
※３歳未満の入場はできません。

５月16日(日)発売開始。トピコ、秋田ニューシ
ティ、イオン秋田ショッピングセンター、文化
会館でお買い求めください

チケット
販売

問い合わせ 文化会館tel(８６５)１１９１

文
化
会
館
自
主
事
業

新屋大川端の桜まつり。これからはピクニックもいいですね。太平山リゾート公園、
一つ森公園、小泉潟公園、大森山公園、浜田森林総合公園などがおすすめです。

▲


	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20

